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※概要（Summary ）： 

一分子解析技術を確立することで，高速単分子シー

ケンサ，高感度ウイルスセンサー等の革新的ナノバイ

オデバイスの作製・集積・計測・解析法の確立をめざ

す． 
 
※実験（Experimental）： 

ナノデバイス微細加工システムを用いて、数十ナノ

メートル以下のギャップを持つ電極パターンの描画

を行い、絶縁膜成膜用ＲＦスパッタリング装置と金属

成膜用スパッタリング装置により、ナノ電極を作製す

る。また、ナノデバイス微細加工システムを用いて、

数十ナノメートル以下のナノ流路やナノポアの描画

を行い、ナノデバイス電極加工システムにより、シリ

コンや酸化シリコンのエッチングを行う。さらに、作

製したナノ電極・ナノ流路・ナノポアの構造観察を収

束イオンビーム誘起化学蒸着装置により行った． 
 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

単分子シーケンサのための微小ギャップ電極およ

びナノポア・ナノチャンネルを作成する技術を確立し

た．また，これを集積する技術についても同時に確立

した．これを用いた電気計測，蛍光顕微鏡観察をおこ

なった．ギャップ電極による高速電気計測では，マイ

クロ RNA をはじめとする核酸塩基鎖の検出・識別を

行うことに成功した．トンネル電流モードでの高速単

分子配列決定は世界で初めての成功例である．ナノポ

アを用いた計測では，λDNA をはじめとする長鎖の

DNA を検出し，本研究室で理論を確立したポア付近

の電気浸透流を制御することで，核酸塩基鎖の速度制

御に関して実証することに成功した．ナノチャンネル

およびナノピラー，ナノヒーターを集積したデバイス

を用いて核酸塩基鎖の通過現象を観察し，その解離・

分子制御に関する単分子観察に成功した． 
 
※その他・特記事項（Others）： 
 今後の課題は更なる集積化をしたデバイスを用いて

個々で機能実証を，集積デバイスとしての実証を行う必

要があるため，更なる作成技術の確立が必要となる， 
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